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表 2 　成果主義関連項目の評価における過去 5 年間の変化：成果主義導入・未導入企業別
注：企業数は実数。それ以外の数値は企業数に占める％。
出所：電機連合2008年アンケート調査より著者が作成
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れた。
4 　能力開発結果の規定要因分析




































注： この図は辰巳（2006）の図表 2 を参考に著書が加工した
ものである



























































表 7 　技術者として評価されるべき職務遂行能力（上位 5 つ)
注：数値は各要素を選択した人の割合（％）を示す（最大 5 つまでの複数回答可）。
出所：電機連合2008年アンケート調査より著者が作成































































































図 2 　職務遂行能力の 4 つの特徴
― 40 ― 流通経済大学論集　Vol.44, No.3





















































































































































































































































































































































































Miyamoto Dai and Higuchi Junpe, (2007) “Paying for 
Success: Performance-Related Pay Systems and 
its Effects on Firm Performance in Japan”, Asian 
Business & Management, 6 (s1), pp.S9-S31.
